
１．問題と目的
１．１ 大学生の抱える問題と援助要請行動
近年の大学生が抱える悩みや不安は，就職や

将来の進路，授業などの学業，友人等との対人
関係，経済問題など多岐にわたり，約９割の大
学生が何かしらの悩みや不安を抱えている１）。
また，大学新入学生の約２５％は抑うつ症状を有
しており２），大学生の年代である青年期は，多
くの精神疾患の好発時期にある。このような精
神的健康に関する悩みの相談先として，多くの
大学には学生相談機関が設置されている。その
一方で，悩みを抱えながらも大学内の学生相談
機関に来談しない学生も一定数存在してお

り，８４．９％の大学が学生相談に関する今後の課
題として「悩みを抱えていながら相談に来ない
学生の対応」を挙げている３）。
学生相談機関をはじめとして，他者に援助を
求める行為については，援助要請行動という概
念で研究が行なわれている。援助要請行動とは
「もし，他人が時間，努力，あるいはある種の
資源を費やしてくれるならば解決するような問
題を抱えている個人が，直接的な方法で他者に
援助を求める行為４）」と定義された行動である。
援助要請行動は自分自身で解決できない問題を
抱えた際の重要な対処方法の一つである。その
ため，先行研究により援助要請行動に関係する
様々な要因が明らかにされている。また，近年
では学生相談やカウンセリングなどの専門相談
機関に対する援助要請行動を促進するために，
先行研究で得られた知見に基づく実践研究が行
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なわれつつある。しかしながら，実践研究にお
いて介入による一定の効果が報告されているも
のの，安定した介入効果は得られておらず，専
門相談機関への援助要請行動促進プログラムの
体系化には至っていない。
大学生を対象とした介入プログラムを作成す
る場合，長期間にわたるプログラムでは参加者
の減少やドロップアウトの増加の可能性が予想
される。そのため，短期間で援助要請行動を変
容させやすい内容を中心としたプログラムを作
成し，効果的な介入方法でプログラムを実施す
ることが必要であると考えられる。
１．２ 介入プログラムの内容
小池・伊藤５）は，大学生を対象にメンタルヘ

ルス・リテラシーに関する情報提供を行ない，
精神科受診意図を高める効果を検討している。
調査では，うつ病の症状や治療法に関する内容
のみの「統制群」，全般的な不安を解消するよ
うな具体的な診察の流れなどを提示した「不安
解消群」，精神疾患や精神医療についての情報
やその入手方法などを提示した「援助資源群」，
すべての情報を提示した「最多情報群」の４群
が設定された。情報提供を受けた群は受診意図
が有意に上昇したものの，統制群と比べて受診
意図が有意に高い群は「援助資源群」のみであっ
た。「不安解消群」に効果が示されなかった理
由として，具体的な受診イメージを想起させた
ことで，逆に抵抗感が高まった可能性が指摘さ
れている。そして，情報量の多さが単純に受診
意図を促進するわけでなく，どのような情報を
提供するかが重要であることが示唆されてい
る。
また，学生相談の利用促進に関して，伊藤６）

は，学生相談機関のガイダンスとして大学の講
義内で学生相談機関に関する説明とパンフレッ
ト配布を行ない，周知度，来談意思，相談機関

のイメージに及ぼす影響を検討している。ガイ
ダンスは，多人数に口頭で行なう「多人数・口
頭説明群」，多人数に視覚的資料を提示した「多
人数・視覚情報説明群」，少人数に口頭による
説明を行なった「少人数・口頭説明群」，パン
フレット配布のみの「統制群」の４群に分けら
れた。その結果，ガイダンスを受けた３群では
周知度が高まるものの，来談意思は「少人数・
口頭説明群」のみが高まった。また，学生相談
のイメージによって，来談意思が高まることが
報告された。
これらの先行研究から，専門相談機関に関す
る知識は，専門相談機関に対するイメージの変
化を介して来談意思を高めることが考えられ
る。専門相談機関に対するイメージについては，
先行研究により援助要請行動との関連が指摘さ
れている。学生相談機関に対する「有益である」
といったポジティブなイメージは援助要請行動
と正の関連，反対に「近寄りがたい」などのネ
ガティブなイメージは援助要請行動と負の関連
が明らかにされている７）８）。また，高野・宇留
田９）は学生が援助要請行動に対する心理的コス
トを低減するためには，相談機関に対するイ
メージを改善することが重要であると指摘して
いる。援助要請行動は，援助を要請した際の利
益とコストを比較検討したうえで，実際に行動
を実行するかが決定される。専門相談機関への
援助要請行動に関する利益とコストは，援助要
請不安と，援助要請期待という概念で複数の研
究が行なわれ，心理的援助を求めようとする意
図である援助要請意図との関連性が明らかにさ
れている１０）１１）。
これらの先行研究より，プログラムで専門相
談機関やカウンセリングに関する知識を付与す
ることによって，短期間で専門相談機関に対す
るイメージや不安感を改善し，援助要請行動を
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促進させることが推測される。そして，プログ
ラムの内容としては専門相談機関の種類や内容
といった基本的な知識の付与が効果的であると
考えられる。
また，カウンセリングを紹介するビデオ映像
でカウンセラーが登場する方が，カウンセラー
が登場しない映像よりも，援助要請不安が有意
に低減し，援助要請期待が有意に増大したこと
が明らかにされている１２）。他にも，学生相談室
のリーフレットにカウンセラーの顔写真とエッ
セイを掲載することなどにより，学生相談機関
に対するポジティブなイメージを向上させ，学
生相談室への抵抗感を低下させることが報告さ
れている１３）。
これらを踏まえると，情報提示にはカウンセ
ラーの映像や写真といった，援助者に対して親
近感が持てる方法が援助要請行動の促進に効果
的であると予想される。
１．３ 介入プログラムの時間
続いて，木村１４）は大学生の学生相談利用を促
すために心理教育的介入プログラムを実施して
いる。介入プログラムでは，冊子を作成・配布
したうえで，パワーポイントによる２５分程度の
説明を行なった。その結果，一部の学生に援助
要請を促進させる効果が見られたものの，一貫
した効果は得られなかった。そして，変容が見
られなかった原因として，２５分といった短時間
のガイダンスでは変容に繋がらない可能性を挙
げている。
一方で，内田他１５）は高校生を対象に，１回５０
分のメンタルヘルス・リテラシー授業を２時間
実施している。その結果，授業を受けなかった
生徒よりも受けた生徒のほうが援助要請に対す
るネガティブな態度が緩和したことが明らかに
された。
したがって，援助要請に対する態度や意識の

向上，来談意志の促進を目的としたプログラム
では５０分を２回といった１００分程度の時間と回
数が有効であることが予想される。
１．４ 本研究の目的
以上のことより，専門相談機関の援助要請行
動の促進を目的としたプログラムは，専門相談
機関の種類や内容といった基本的な知識で，カ
ウンセラーの映像や写真を提示し，５０分を２回
などの十分な時間を取ったものが効果的である
と考えられる。しかし，これまでに，プログラ
ムを作成したうえで介入効果を検討した研究は
数が少なく，十分に行なわれているとは言い難
い。
そこで，本研究では女子大学生を対象に，専
門相談機関に関する知識の付与を中心とした内
容の援助要請行動促進プログラムを作成・実施
し，その効果を検討することを目的とする。本
プログラムを受けることで，参加者の専門相談
機関に対するポジティブなイメージ，援助要請
期待，および来談意志の向上，ネガティブなイ
メージおよび援助要請不安の低減が予想され
る。

２．方法
２．１ プログラム参加者
首都圏の４年制大学１校に在籍している女子
大学生７名（心理学を専攻する者６名，その他
の専攻の者１名）を対象にプログラムを行なっ
た。
２．２ 実施時期
２０１４年１１月から１２月に実施した。
２．３ 研究全体の手続き
大学の授業終了時に，協力者の募集を行なっ
た。倫理的配慮を文書および口頭にて十分に説
明した上で，同意が得られた者のみを対象とし
た。
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Figure  1  

本研究の流れをFigure１に示す。最初にプ
ログラムに関する説明と参加の同意の確認を行
ない，参加日時の都合を考慮したうえで，参加
者７名を介入群（４名）と待機群（３名）の２
つに分けて介入を行なった。最初に介入群と待
機群に対し，質問紙調査（T１a，T１b）を実
施し，その後，介入群に対してプログラムを実
施した。介入群がプログラムを受けている間，
待機群は普段通りに生活してもらい，介入群の
プログラムが終了したところで，介入群と待機
群に対して質問紙調査（T２a，T２b）を実施
した。その後，待機群に対してプログラムを実
施し，プログラム終了後に待機群にのみ質問紙
調査（T３b）を実施した。
２．４ 倫理的配慮
本研究への参加等は自由であり，大学の成績

に影響しないことや，個人が特定されないプラ
イバシー保護について口頭および文書にて説明
した。また，複数回実施する質問紙調査用紙に
ついて，各参加者に無作為に ID番号を配布し，
個人が特定されることがないように配慮した。
これら全ての説明を行なった上で，同意が得ら
れた者に対してプログラムを実施した。なお，
本研究は東京家政大学大学院倫理委員会の承認
を得て行なわれた（承認番号 H２６―３）。
２．５ 質問紙内容
フェイスシート 参加者の属性を知るために
所属学科，学年，ID番号の記入を求めた。
来談意志 必要に迫られた際に専門相談機関

（学内の学生相談室や学外の心療内科・メンタ
ルクリニック・精神科・カウンセリングセン
ター等）に行きたいと思うかについて尋ねた。
具体的には，「これは友人や家族（その他，普
段から悩み事を相談している人）には相談でき
ない」または「これは，専門機関に行くべきだ」
というような悩み事があった場合，専門機関へ

行きたいと思うか，「全くそう思わない＝１点」
から「とてもそう思う＝４点」の４件法で回答
を求めた。
専門相談機関に関する知識（以下，知識と略
記する） 専門相談機関における守秘義務や相
談料金等に関する知識を持っているか調べるた
め，独自に項目を作成して専門相談機関および
カウンセリングに関する知識の有無について回
答を求めた。具体的には，①専門機関では，原
則として相談に行った人の秘密は守られる，②
電話相談といった無料のサービスがある，③一
回あたりのカウンセリング料金は施設によって
様々である，④カウンセリングでは，病気の診
断や薬の処方はできない，⑤カウンセリングで
は，自分の話を否定せずに，じっくり話を聞い
てもらえる，⑥カウンセラーは悩みや問題を解
決する手助けをしてくれる，⑦心の病気を抱え
る人だけが，専門機関に行くわけではない，⑧
精神科といった病院では，医師による診察が行
なわれる，⑨学生相談や学外の専門機関を利用
する際は，基本的に予約が必要である，⑩カウ
ンセリングでは，自分のことや人間関係をはじ
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めとした様々な悩みや問題を相談することがで
きる，という１０項目について「知っている＝１
点」か「知らない＝０点」の２件法で回答を求
めた。
専門相談機関に対するイメージ（以下，イメー
ジと略記する） 伊藤８）の学生相談機関イメー
ジ尺度を使用した。この尺度は大学生の学生相
談機関に対するイメージを測定する尺度で「有
益イメージ（専門家として相談にのってくれる
ところ；適切なアドバイスを与えてくれるとこ
ろ等）」「危機支援イメージ（自分で悩みが解決
できない人が行くところ；追いつめられている
人が行くところ等）」「不利益イメージ（相談し
たことが外部にもれそうなところ；お説教され
るところ等）」「不気味イメージ（近寄りがたい
ところ；何をしているかよくわからないところ
等）」の４下位尺度３６項目で構成されている。
各下位尺度のα係数は．７０～．９１であり，十分
な内的整合性が認められている。
本尺度は学生相談機関のイメージについて開
発された尺度であるため，広く専門相談機関一
般のイメージを測定する点について，臨床心理
学を専門とする大学院生１名および大学教員１
名が検討を行なった。その結果，項目の内容や
表現に特に問題がないと判断されたため，その
まま使用した。本研究では，「あなたの専門機
関に対するイメージについてお尋ねします」と
教示を行ない，「全くそう思わない＝１点」か
ら「とてもそう思う＝５点」の５件法で回答を
求めた。
援助要請期待 援助要請期待尺度１２）を用い
た。この尺度は大学生の心理カウンセリングに
対する援助要請期待の程度を測定する尺度で
「内面安定期待（カウンセラーに相談すると，
自分の状態がわかり，安心する；カウンセラー
は，自分の考えや気持ちを整理するのを手伝っ

てくれる等）」「専門的援助期待（カウンセラー
は，良いアドバイスをくれる；カウンセラーは，
自分の状態について専門的な見立てを伝えてく
れる等）」「依存的解決期待（カウンセラーは，
自分の代わりに周りの人に働きかけてくれる；
カウンセラーは，何とかしてくれる等）」「知的
学習期待（カウンセラーに相談すると，カウン
セリングがどのようなものか学べる；カウンセ
ラーは，カウンセリングに関する情報を教えて
くれる等）」の４下位尺度２１項目から構成され
ている。また，尺度全体のα係数は．９０，各下
位尺度のα係数は．７６～．８８で，十分な内的整
合性が認められている。本研究では，「全くそ
う思わない＝１点」から「とてもそう思う＝５
点」の５件法で回答を求めた。
援助要請不安 援助要請不安尺度１２）を用い

た。この尺度は大学生の心理カウンセリングに
対する援助要請不安の程度を測定する尺度で
「スティグマへの懸念（もしも私がカウンセリ
ングを受けていることを知られたら周りの人は
私のことを自分で問題を解決できない弱い人間
だと思うだろう；私がカウンセリングを受ける
ことを友達に知られたら異常だと思われるだろ
う等）」「強要への懸念（カウンセリングでは私
がしたくないことを無理にさせられるだろう；
私が話したくないことまで話させられるだろう
等）」「カウンセラーの対応への懸念（カウンセ
ラーは私の問題を解決できるだけの力がないだ
ろう；カウンセラーは私の問題をわかってくれ
ないだろう等）」の３下位尺度１８項目から構成
されている。また，尺度全体のα係数は．９０，
各下位尺度のα係数は．７４～．９１で，十分な内
的整合性が認められている。本研究では，「全
くそう思わない＝１点」から「とてもそう思う
＝５点」の５件法で回答を求めた。
プログラムに参加した感想 プログラム後の
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質問紙調査の際に自由記述で回答を求めた。具
体的には，①セッションを受ける前から受けた
後で専門相談機関のイメージは変わりました
か？どのように変わったか具体的に教えてくだ
さい，②セッションを受ける前から受けた後で
カウンセリングのイメージは変わりましたか？
どのように変わったか具体的に教えてくださ
い，③２回のセッションを受けて，初めて知っ
たことはありましたか？あった場合には，何を
初めて知ったか教えてください，④その他，何
か感想があればご記入ください，であった。
２．６ プログラムの内容
専門相談機関やカウンセリングに関する基本
的な知識の付与を中心としたプログラム内容と
した。
本プログラムは全２回のセッションで構成さ
れており，１回のセッションは約６０分であった。
また，セッション１を実施してからセッション
２を実施するまでに１週間の期間を設けた。
各セッションはパワーポイントによる講義形
式で行なわれた。講義では，専門相談機関やカ
ウンセリングに関する客観的データを多く用い
ることで，参加者が現状を正しく理解できるよ
うにした。また，グラフや映像を用いて，参加
者が理解しやすいように工夫した。
セッション１ 専門相談機関の基礎知識を中
心とした情報提示を行なった。専門相談機関の
種類・形態としては，医療機関，相談機関（私
設心理相談機関，大学附属の相談機関，保健所・
保健センター），学生相談室，電話サービス，
メールカウンセリング，訪問カウンセリングを
取り上げた。さらに，それぞれの専門相談機関
の特徴や利用できるサービスを示し，専門相談
機関によって受けられるサービスが異なること
を提示した。そして，自分の要望に合わせて専
門相談機関を選択できることを伝えた上で，カ

ウンセリングにかかる一般的な料金を提示し
た。
セッション２ カウンセリングに関する基礎
知識を中心とした情報提示を行なった。最初に
カウンセリングが幅広い領域で行なわれている
ことを提示した。次に，カウンセラーの専門性
について紹介し，専門家からのアドバイスを受
けることができることをはじめとした利点やカ
ウンセラーの守秘義務について紹介した。続け
て，専門相談機関が受け入れている相談内容に
ついて紹介し，専門相談機関が様々な悩みや問
題を幅広く受け入れていることを伝えた。その
後，実際にカウンセラーが登場しているビデオ
映像（約１３分）を流し，カウンセラーによる相
談機関の紹介と模擬カウンセリングの様子を提
示した。また，カウンセリングの効果に関する
説明を行なった。最後に，参加者同士が自由に
感想や意見交換を行なえる時間を設定した。

３．結果
３．１ プログラムの効果の検討
プログラムによる介入の効果を検討するた
め，全参加者のプログラム介入前と介入後を独
立変数，各尺度得点を従属変数として対応サン
プルによるWilcoxon の符号付き順位検定を行
なった。なお，介入前は「介入群のT１a得点
および待機群のT２b得点」であり，介入後は
「介入群のT２a得点および待機群のT３b得
点」である。また，標本数が少ないことに伴っ
て第２種の誤りが生じる可能性を考慮し，効果
量（ｒ）を算出した。
次に，介入群と待機群では，尺度得点の変化
の仕方に違いがあることが予想されるため，介
入群のT１a，T２a得点と，待機群のT１b，
T２b，T３b得点の変化を検討した。具体的に
は，介入群ではT１aからT２aにかけて変化
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SD 2.12 0.00
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 p  < .05T1a T2b
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Table 1 N=7

2.03 .77*

Z  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

r

48 58 54 65

52 59

57.71 59.29

SD 3.99 3.68

24 46 25 49

32 36

32.71 37.00

SD 7.67 10.05

5 13 5 7

7 6

7.12 5.86

SD 2.73 0.90

8 14 4 7.63

10 5

10.43 5.52

SD 2.23 1.42

Table 2 N=7

2.37 .89

Z

*

-1.51 .57

1.10

*

.42

*
 p  < .05

T1a T2b

    T2a T3b

-2.38 .89

し，待機群ではT１bからT２bへの変化は見
られず，T２bからT３bにかけて変化すると
予想される。
３．１．１ 知識
Wilcoxon の符号付き順位検定の結果，５％

水準で有意差が得られ，介入前よりも介入後の
方が高い得点であった（Table１）。なお，効
果量の程度は大であった。
次に，各得点の変化を検討した結果，介入群
では，T１aからT２aで全員が増加した。待
機群ではT１bからT２bで２名が増加，１名
が変化なしでT２bからT３bでも２名が増
加，１名が変化なしであった。

３．１．２ イメージ
検定の結果，「有益イメージ」と「不気味イ
メージ」において５％水準で有意差が得られた
（Table２）。「有益イメージ」では介入前より
介入後の得点が高く，「不気味イメージ」では
介入前より介入後の得点が低かった。また，「危
機支援イメージ」と「不利益イメージ」では，
有意差が得られなかった。なお，それぞれ中～
大程度の効果量が認められた。
次に，各得点の変化を検討した結果，「有益

イメージ」では，介入群全員がT１aからT２
aで得点が増加した。待機群では，T１bから
T２b，T２bからT３bでそれぞれ全員の得点
が増加した。
また，「危機支援イメージ」では，介入群の
T１aからT２aで３名が増加，１名が低下し

た。待機群では，T１bからT２bで増加，減
少，変化なしが１名ずつであった。T２bから
T３bでは，１名が増加，２名が低下した。
続いて，「不利益イメージ」では，T１aから
T２aで介入群の３名の得点が減少した。待機
群ではT１bからT２bで２名は増加，１名は
変化なしであった。その後，T２bからT３b
では，増加，減少，変化なしが１名ずつであっ
た。
最後に，「不気味イメージ」では，介入群の
T１aからT２aで全員が減少した。待機群で
はT１bからT２bで増加，減少，変化なしが
１名ずつみられ，T２bからT３bでは全員が
減少した。

３．１．３ 援助要請期待
検定の結果，全ての下位尺度において５％水
準で有意差が得られ，全ての下位尺度で，介入
前より介入後の得点が高くなった（Table３）。
また，全ての下位尺度において大きな効果量で
あった。
次に，各得点の変化を検討した結果「内面安
定期待」では，T１aからT２aで介入群全員
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28 39 37 40

35 40

34.14 39.29

SD 3.53 1.11

18 22 22 25

20 23

19.71 23.14

SD 1.50 1.21

8 17 14 21

13 19

13.57 18.29

SD 3.15 2.69

8 15 12 15

11 13

11.00 13.43

SD 2.24 1.27

Table 3 N=7

2.38 .90

Z

2.37 .90

2.06 .78

.842.23

*

*

*

*

*
 p  < .05

T1a T2b

    T2a T3b

r

12 39 10 36

20 14

22.29 18.29

SD 9.45 10.14

5 10 5 6

8 5

7.14 5.14

SD 2.12 0.38

3 7 3 9

6 3

5.14 4.29

SD 1.77 2.21

p  < .10T1a T2b

    T2a T3b

-1.83 .69

-1.08 .41

Table 4 N=7

-1.52 .58

Z

が増加した。待機群はT１bからT２bで１名
が増加，２名が減少し，T２bからT３bでは
全員が増加した。
また，「専門的援助期待」では，介入群のT
１aからT２aで３名が増加，１名が変化なし
であった。待機群ではT１bからT２bで２名
が増加，１名が減少し，T２bからT３bでは
全員が増加した。
続いて，「依存的解決期待」では，介入群は
T１aからT２aで全員が増加した。待機群は
T１bからT２bで１名が増加，２名が減少し，
T２bからT３bでは全員が増加した。
最後に，「知的学習期待」では，介入群はT
１aからT２aで全員が増加した。待機群では
T１bからT２bで２名が増加，１名が変化な
し，T２bからT３bでは１名が増加，２名が
変化なしであった。

３．１．４ 援助要請不安
検定の結果，「強要への懸念」に１０％水準で
有意傾向がみられた（Table４）。また，「スティ
グマへの懸念」，「カウンセラーの対応への懸
念」においては有意差が得られなかった。なお，
「スティグマへの懸念」，「強要への懸念」の効

果量は大きく，「カウンセラーの対応への懸念」
の効果量は中程度であった。
次に，各得点の変化を検討した結果，「スティ
グマへの懸念」では，介入群のT１aからT２
aで全員が減少した。待機群はT１bからT２
bで全員が増加し，T２bからT３bでは２名
が減少し，１名が増加した。
また，「強要への懸念」では，介入群はT１a
からT２aで３名が減少，１名が変化なしで
あった。待機群ではT１bからT２bで２名が
減少，１名が増加し，T２bからT３bで，１
名が減少，２名が変化なしであった。
最後に，「カウンセラーの対応への懸念」で
は，介入群はT１aからT２aで３名が減少，１
名が変化なしであった。待機群はT１bからT
２bで１名が増加，２名が減少し，T２bから
T３bで，２名が増加，１名が変化なしであっ
た。

３．１．５ 来談意志
検定の結果，１０％水準で有意傾向がみられ，

介入前より介入後の得点が高かった（Table
５）。なお，効果量の程度は大であった。
次に，各得点の変化を検討した結果，介入群
は，T１aからT２aで３名が増加，１名が変
化なしであった。待機群はT１bからT２bの
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r

2 4 3 4

3 4

3.00 3.86

SD 0.82 0.38

Table 5 N=7

p  < .10T1a T2b

    T2a T3b

1.88 .70

Z

間で２名が増加，１名が変化なしで，T２bか
らT３bでは１名が増加，２名が変化なしで
あった。

３．２ プログラムに対する感想
感想で得られた内容について，臨床心理学を

専門とする大学教員１名と臨床心理学を専攻す
る大学院生２名で検討を行なった。
３．２．１ 専門相談機関とカウンセリングに対
するイメージ
プログラムに参加した７名のうち４名に，専
門相談機関に対するイメージの変化に関する記
述がみられ，カウンセリングに対するイメージ
の変化では，７名中６名に記述がみられた
（Table ６）。
また，「行くなら医療的な治療をしてもらえ

る医療機関のほうがいいのかなと思っていた
が，学生相談室などの方が行きやすそうだ」の
ように，専門相談機関に行く際の行き先の変化
もみられた。
専門相談機関のイメージの変化に関する記述
が見られなかった３名については，専門相談機
関が身の回りにもあること，相談が無料で受け

られる場所があること，あるいは守秘義務に関
して，新しい知識を得られたという内容の感想
が得られた。さらに，「自分が悩んだ時は行っ
てみようと思った」など，来談意志に関するも
のも挙げられた。
また，カウンセリングのイメージの変化の記
述がみられなかった１名については，セッショ
ンで聞いた内容が元々授業等で聞いていた内容
もあったため，ほとんどイメージに変化がな
かったという感想が得られた。さらに，「セッ
ションを聞いてみて，こういった内容を知って
いるか，いないかでカウンセリングのイメージ
が大幅に違うということを改めて実感した」と
いう記述が得られた。
３．２．２ 新たな知識の習得
プログラムに参加した７名全員に新たな知識
の習得に関する記述がみられた（Table７）。
具体的には，「様々な診療科目名について」「料
金設定について」「カウンセリングの形態」「守
秘義務について」など専門相談機関について新
たに得られた知識に関する内容が挙げられた。
３．２．３ 全体的な感想
全体的な感想では，参加者全員から肯定的な
感想が得られた。内容を検討したところ，「新
しい知識の習得」「カウンセリングのイメージ
の変化」「来談意志」「セッションについて」に
関するものに分類できた（Table ８）。また，「実
際にセッション１を受けた後に区役所に行く機
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Table 7

Table 8

会があり，その際に公的相談機関についてのフ
ライヤーを見た」という報告もあった。

４．考察
４．１ プログラムの効果
４．１．１ 知識量の変化
Wilcoxon の符号付き順位検定の結果，プロ
グラム後に得点の有意な上昇がみられたこと，
ならびに自由記述において参加者全員に新たな
知識の習得に関する記述がみられたことから，
本プログラムによって参加者の専門相談機関お
よびカウンセリングに関する知識量が増加した
と考えられる。本プログラムでは，専門相談機
関およびカウンセリングに関する基本的な知識
の付与を中心とした内容となっており，これら

の結果から，本プログラムがその意図に沿った
内容で構成されているといえる。
しかし，待機群の待機時（T１bからT２b）
においても知識の増加傾向がみられた。本プロ
グラムの参加者には心理を専攻する学生が多
かったため，授業等により知識を得ている可能
性もあるだろう。
４．１．２ イメージの変化
Wilcoxon の符号付き順位検定の結果，介入
後に「有益イメージ」の有意な上昇，「不気味
イメージ」の有意な低下が示された。また，各
参加者の得点の変化では，待機群の待機時（T
１bからT２b）にも増加しているものの，介
入時（T２bからT３b）にも増加していた。
このことから，本プログラムを受けることで，
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専門相談機関とは，「カウンセラーが専門家と
して相談にのってくれたり，信頼できるところ」
といったイメージが高まり，「近寄りがたいと
ころ」や「相談に行きにくいところ」などのイ
メージが低減する可能性が示唆される。
自由記述では，専門相談機関やカウンセリン
グのイメージについて，「近寄りがたい」など
のネガティブなイメージから，「アットホーム
であたたかい雰囲気」などのポジティブなイ
メージへの変化がみられた。この結果からも，
本プログラムを受けることによって一定のイ
メージの改善につながることが推察される。
本プログラムによってイメージが変容した一
因として，専門相談機関およびカウンセリング
に関する知識として客観的データを用いたこと
が挙げられる。これによって，参加者が専門相
談機関やカウンセリングについて具体的な内容
を知ることができ，何をしているのかわからな
いというネガティブなイメージから，あたたか
い雰囲気で悩みについて考えてくれるというポ
ジティブなイメージに変化したと考えられる。
しかし，専門相談機関へのイメージの中でも，

「危機支援イメージ」と「不利益イメージ」に
は有意な得点の変化がみられなかった。この理
由の一つとして，本プログラムの内容が挙げら
れる。本プログラムでは，セッション１におい
て各専門相談機関が対応している相談内容を提
示し，セッション２ではカウンセリングにおけ
る相談内容を紹介した上で，専門相談機関が
様々な悩みや問題を幅広く受け入れていること
を伝えた。しかし，プログラム中で提示した相
談内容は，悩みや問題を「性格について」や「対
人関係について」などと比較的簡単にまとめた
ものであった。そのため，専門相談機関が様々
な問題を受け入れていることは理解ができて
も，扱われている問題が重篤なものだけではな

いことや，日常生活で抱える些細な問題につい
ても相談することができるという点まで理解を
深めることができなった可能性が考えられる。
また，プログラムでは専門相談機関の守秘義務
について説明を行なったため，相談者が守られ
るという信頼感を高めると同時に，人に言えな
い悩みや知られたくないことを話す場所という
イメージを高めてしまった可能性が考えられ
る。
また，「不利益イメージ」において変化がみ
られなかった理由としては，プログラム参加者
がもともと専門相談機関に対して「自分にとっ
て不利益になる場所である」というイメージを
持っていなかった可能性が考えられる。参加者
のプログラム実施前の得点をみると，７名のう
ち６名が「不利益イメージ」の各項目について
「全くそう思わない」あるいは「そう思わない」
と回答している。そのため，本プログラムを受
けることによるイメージの変容はみられなかっ
たと考えられる。
緒賀１６）は，様々な心理療法に関する講義を大

学生に実施して，カウンセリングに対するイ
メージの変化を検討したところ，授業を受ける
ことによって，ポジティブなイメージが促進さ
れたことを報告している。本研究においても，
概ね先行研究と同様の結果が示されたといえる
だろう。
４．１．３ 援助要請期待の変化
Wilcoxon の符号付き順位検定の結果，介入
後にすべての下位尺度において有意な上昇が示
された。また，各参加者の得点の変化では，待
機群の待機時（T１bからT２b）は得点が上
昇か減少して，変化にばらつきがあるのに対し
て，介入時（T２bからT３b）では上昇する
傾向にあった。つまり，本プログラムを受ける
ことで，「カウンセラーに相談することによっ
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て不安やイライラを解消するのを手伝ってくれ
る」，「カウンセラーは問題の解決方法を考えて
いく手助けをしてくれる」，「カウンセラーは問
題を解決してくれる」，「カウンセリングがどの
ようなものか学べる」といった期待感が高まる
ことが示唆される。
本研究では，中岡・兒玉・栗田５）において効

果が示されたカウンセラーの登場するビデオ映
像をプログラムに取り入れた。加えて，模擬カ
ウンセリングの映像を提示することで，カウン
セラーの受容的な雰囲気や専門的な視点から助
言する様子が参加者に伝わるよう工夫した。こ
のような点が本研究における援助要請期待の上
昇の一因であると考えられる。
４．１．４ 援助要請不安の変化
Wilcoxon の符号付き順位検定の結果，「強要
への懸念」では，介入後の得点に有意傾向の低
下が示された。一方で，各参加者の得点の変化
をみると，介入群の介入時（T１aからT２a）
では３名が減少したものの，待機群の待機時（T
１bからT２b），および介入時（T２bからT
３b）の得点の変化にばらつきがみられ，一貫
した傾向は示されなかった。
「カウンセラーの対応への懸念」で有意な低
下がみられなかった理由として，以下の２点が
挙げられる。第一に，プログラムの参加者がも
ともとカウンセラーの対応に不安をあまり抱い
ていなかった可能性である。参加者のプログラ
ム実施前の得点をみると，７名のうち５名が「カ
ウンセラーの対応への懸念」の各項目について
「全くそう思わない」あるいは「そう思わない」
と回答している。そのため，プログラム実施に
よる得点の低下が認められなかったと考えられ
る。
第二の理由は，本プログラムで使用したビデ
オ映像の内容である。セッション２で使用した

模擬カウンセリングの映像の中で，カウンセリ
ングでは事務的・機械的な対応やお説教はしな
いということを伝えるため，カウンセラーは受
容的態度で接しつつも解決方法の提案などを行
なっている。また，映像では相談者が問題解決
に至る場面までは提示しておらず，次回の面接
予約をするところで終了している。そのため，
カウンセラーは相談者と価値観の共有をせずに
提案するのではないか，あるいはカウンセラー
の問題解決能力はそれほど高くはないのではな
いかといった不安が高まってしまった可能性が
考えられる。
以上のことから，本プログラムでは，援助要
請不安を低減させるまでには至らなかった可能
性が示唆される。
４．１．５ 来談意志の変化
Wilcoxon の符号付き順位検定の結果，プロ
グラム後の得点の有意傾向の上昇がみられたこ
とから，本プログラムによる介入によって参加
者の専門相談機関およびカウンセリングに対す
る来談意志が増加した可能性が示唆される。ま
た，各参加者の得点の変化をみると，介入群の
介入時（T１aからT２a）で増加したことに
加え，待機群の待機時（T１bからT２b）よ
りも介入時（T２bからT３b）の変化が比較
的大きい傾向にあった。なお，T２bからT３
bで変化がない２名はT２b時点で「とてもそ
う思う」と回答していた。これらの結果から，
本プログラムを受けることで，悩みを抱えた場
合に，身近な人では解決できない，あるいは自
分でも専門相談機関で相談したほうが良いと思
うと考えた時に，実際に専門相談機関に行こう
と思うようになる可能性が示唆される。
先行研究においては，カウンセリングに対す
るイメージの変容のために，心理療法の種類や
特徴など専門性の高い知識が取り上げられてい
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る１６）。しかし，本研究の結果から，専門相談機
関の一般的なサービス内容や利用方法といった
基礎的な知識のみであっても，ポジティブなイ
メージを高めつつ，ネガティブなイメージを払
拭できる可能性が示唆される。
４．２ 本プログラムについて
女子大学生の援助要請行動を促進することを

目的として本プログラムを実施した結果，専門
相談機関およびカウンセリングに関する知識
量，専門相談機関へのイメージ，援助要請期待，
来談意志に一定の改善が認められた。これらの
結果は，仮説の一部を支持するものであった。
本プログラムでは，専門相談機関およびカウ
ンセリングに関する比較的基本的な知識の付与
を中心とした。そのため，参加者へ提示された
情報は複雑な内容ではなく，比較的スムーズに
理解することが可能であったと考えられる。ま
た，本プログラムは６０分×２セッションであっ
たが，短期間の介入で効果が得られることに
よって，参加者や実施者の負担を少なくするこ
とができよう。本研究によって，女子大学生を
対象とした効果的な援助要請行動促進プログラ
ムの作成・実施のための知見を得ることができ
たと考えられる。
４．３ 本研究の限界と課題
最後に，本研究の限界と課題について述べる。
第一に，プログラム参加者の属性の偏りが挙げ
られる。本研究では心理学を専攻する学生の割
合が多く，プログラムを受ける以前から，専門
相談機関やカウンセリングに対する興味関心や
一定の知識を持っていた可能性が考えられる。
また，心理実験に関する知識を有しているため，
自身が介入群と待機群のどちらに割り振られた
かを判断し，研究者が望むような回答をしてい
た可能性もある。そのため今後は，プログラム
による介入効果をより一般化するために，心理

学を専攻していない学生を含めた対象者への介
入が求められる。
第二に，参加者が少ないこと，それに伴って
群間比較が不十分である点である。本研究では，
各群３，４名であったため，介入群と待機群の
T１aおよびT１b,T２a およびT２b時点での
得点変化を統計的に分析することができなかっ
た。つまり，待機群における待機時の得点変化
（T１bからT２b）と，介入時の得点変化（T
２bからT３b）および介入群の得点変化（T
１aからT２a）の違いが介入による効果によ
るものなのか，個人差によるものなのかが明ら
かにできていない。そのため，今後は参加者を
増やしたうえで介入群と統制群の得点変化を検
討し，介入による効果を明らかにしていく必要
がある。
第三に，プログラム実施者の運営スキルが挙
げられる。本研究におけるプログラムの実施者
は集団に対する講義の経験が少なく，セッショ
ンの進め方やフィードバックが不十分であった
可能性も考えられる。今後，プログラム実施者
の運営スキルとセッションの質との関連につい
ても検討を行なう必要があるだろう。
さらに，プログラムに関しても，１セッショ
ンの時間やプログラム全体の総回数などのプロ
グラムの枠組み，各セッションで取り扱う専門
相談機関およびカウンセリングに関する知識に
ついて，更なる検討が望まれる。
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Abstract

We conducted a preliminary study examining a program that promotes help-seeking behavior in
female college students. The subjects were seven female university students. We implemented a
program comprised of two sessions focusing on basic knowledge of specialist counseling facilities
and counseling. Subjects were divided into an intervention group and a wait-list control group. We
examined the changes in knowledge and perception of specialist counseling facilities, expectations
on seeking counseling, concerns on seeking counseling, and willingness to consult with experts
before and after taking part in the program. Wilcoxon signed-rank sum tests found a certain level
of improvement in knowledge of specialist counseling facilities and counseling, perception of
specialist counseling facilities, expectations on seeking counseling, and willingness to consult with
experts after the intervention. Furthermore, in free responses written after the program, we saw
changes in the perception of specialist counseling facilities and counseling and increased knowledge
of both specialist counseling facilities and counseling.

Keywords：female college students, help-seeking behavior, intervention program
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